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球状星団は、約 106M⊙以上の星が数 pc以内で形成してできたと考えられている。このような大質量星団形成
シミュレーションでは、複数の星を１粒子として扱う手法がが用いられてきた。我々がこれまでに開発したN体/
流体計算コード「ASURA＋ BRIDGE」では、105M⊙を超える星団を星一つ一つ分解し、重力ソフトニングな
しに計算することができる。このような手法によって初めて、分子雲の中で形成する星団における星の衝突合体
を取り扱うことができるようになった (2023年秋季年会 P124a)。このような大質量かつ高密度な星団では、星団
形成の途中から星同士の合体が立て続けに起こる「暴走的合体」が起こり、その結果、形成する星団の星の質量
のおよそ 3%が超大質量星に合体することがわかった。つまり、106M⊙に近い球状星団では 104M⊙を超える超
大質量星が星団内に形成する。
このような超大質量星は、数千太陽質量のガスを恒星風によって失うことで周囲のガスを汚染し、最終的には

数 103M⊙の中質量ブラックホールになると考えられている。超大質量星による周囲のガスの汚染は、球状星団
のmultiple populationの起源の有力候補の一つである。また、最近では、N-richな原始銀河GN-z11でも、超大
質量星による汚染が候補として考えられている。本研究では、シミュレーション中に、超大質量星からの質量損
失、周囲のガスとの混合を扱っている。超大質量星の星風の Yieldには不定性があるが、超大質量星による汚染
によって、GN-z11や一部の球状星団に見られるN-richな元素組成が再現できる可能性がある。


